[bookmark: _Hlk227346452]様式３

[bookmark: _Hlk227607027]海老名市就労前準備訓練事業及び居場所支援事業業務委託企画提案書

【留意事項】

１　基本事項
(１)　各項目について、Ａ４判、縦向きで作成すること。
(２)　補足として、図又はイラストを作成することは構わない。
※Ａ４判、横向き可、彩色可。
(３)　項目ごとに両面で印刷すること。
(４)　企画提案書及び図又はイラストの合計頁数は、30頁以内とすること。

２　基本様式
　(１)　余白　　上下左右21ミリ
　(２)　行数　　27行
　(３)　文字数　　38文字
　(４)　ポイント　　12ポイント
　(５)　フォント　　明朝体

３　正本と副本
　(１)　正本（１部）と副本（11部）とが識別できるようにすること。
　(２)　副本には、提案者名は記述しないこと。
　(３)　正本の企画提案書には、提案者名を記述した表紙（任意様式）を付けること。

４　その他
　　本紙に記載していること以外については、実施要領に従うこと。


１　就労前準備訓練事業（事業理解度）
	本事業の対象者が抱える課題や社会的背景（就労への不安、生活習慣の乱れ、生活保護からの脱却等）及び提案者が考える「自立」を踏まえ、本事業をどのように展開していくか、提案してください。

	
























[bookmark: _Hlk227346616]２　就労前準備訓練事業（具体性、実現性）
	利用者ごとの個別支援計画の策定において、目標設定・進捗管理・評価指標をどのように運用しますか。
特に就労支援へ段階的に移行させるための具体的な支援方法について、説明してください。

	























３　就労前準備訓練事業（実施体制、方法）
	[bookmark: _Hlk227345034]対象者が抱える複合的な課題（生活、心理、就労面等）に対し、提案者の専門性や他機関との連携を活かした独自の支援体制及び効果を最大化する方法について、スタッフ配置（人数、能力、経験等）も含めて提案してください。
特に意欲が低い又は生活が不安定な対象者への関係構築から本事業に繋げる提案者独自のアプローチを提示してください。

	






















４　居場所支援事業（事業理解度）
	対象者が抱える社会とのつながりや親亡き後の生活維持等の課題に対し、本事業が果たすべき役割と支援の展開や計画を提案してください。
また、安心できる居場所を継続するため、どのようなことが重要と考えますか。

	
























５　居場所支援事業（具体性、実現性、実施体制、方法）
	複合的な課題を持つ対象者に対し、提案者の専門性を活かした実施体制・支援方法を具体的に記述してください。
特に、支援を必要とする方への周知の工夫や安心して利用できるための受入体制及び社会とのつながりを再構築していくための具体的な手段について提案してください。

	






















６　情報共有、連携を加味した支援体制
	[bookmark: _Hlk227345816]両事業を一括実施する強みを活かし、利用者の状況に応じた円滑な事業間移行や情報共有を行うための具体的な支援体制を提案してください。
併せて、自立相談支援機関や福祉事務所、ハローワーク、地域企業等とどのようなネットワークを構築して効果的な支援に繋げていくのか提案してください。

	























７　独自の取組
	両事業の一括実施の利点を活かし、提案者独自の支援メニュー、創意工夫、差別化ポイント及び各事業のアピールポイントを具体的に記述してください。

	

























[bookmark: _Hlk227348246]８　危機管理体制
	利用者の体調管理・利用者間のトラブルや事故の未然防止策、緊急時の連絡・対応手順、組織としての具体的な管理体制を記述してください。
併せて、個人情報の漏えい防止に向けた安全管理措置とスタッフへの教育を含む運用方法を記述してください。

	























９　事業実績、ノウハウ
	令和３年度から令和７年度までに携わった生活困窮者、生活保護受給者及びひきこもり者への支援実績及びノウハウを記述してください。

	　

























10　効率的な事業実施
	見積書の作成に当たり、最大限の効果を発揮するための工夫を記述してください。

	

























